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東公園のコクチョウに赤ちゃん誕生
　このコクチョウ夫婦は、昨年１月15日山口県宇部市から゛親善使節″

として贈られ、新成人の手で放たれたものです。

　

　資源を大切に

市民の行動テーマ
◇　

省エネルギー運動を推進しよう
　地球の資源には限りがありますが、私達一人一人の常日頃の小さな

心がけが大きな省資源につながります。

　身近な省エネルギーとして、通勁・レジャー用にマイカーを利用す

るのをなるべく少なくし、電車やバスなどの公共輸送機関を活用しま

しょう。

　また､通勤距離の短いかたは、自転車通勤はいかがでしょうか。省エネ

ルギーばかりでなく、健康増進にもなり一石二島と言えましょう。

市政だよりの早期配布にご協力ください
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美
し
い
ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
…
…
。
一
昨
年
、
内
田
市
長
の
提
唱
し

た
市
民
の
行
動
テ
ー
マ
「
市
民
清
掃
の
日
」
も
今
年
で
第
四
回
を
迎
え
ま

す
。
年
々
、
多
数
の
市
民
が
清
掃
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
か
な
り
の

成
果
を
あ
げ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
畳
を
干
し
な
が
ら
ハ
タ
ハ
タ
や
る
大
掃
除
の
風
景
が
ぐ
っ
と
少
な
く
な

っ
た
昨
今
、
清
掃
の
日
を
通
じ
て
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と

は
、
市
民
お
互
い
の
ふ
れ
あ
い
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
本
年
も
五
月
十
八
日
（
日
）
を
春
の
「
市
民
清
掃
の
日
」
と
定
め
、
五

月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
春
の
大
掃
除
期
間
に
合
わ
せ
実
施
い
た
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
民
清
掃
の
日
に
は
、
特
に
、
ゴ
　
　
Ｖ
　
側
溝
、
下
水
路
、
道
路
の
清
川

ミ
の
ほ
か
、
下
水
側
溝
の
一
斉
清
掃
、
　
　
（
清
掃
に
よ
り
出
た
空
き
カ
ン
、

あ
き
地
や
付
近
の
公
園
、
町
内
の
施
　
　
　
空
き
ビ
ン
は
資
源
と
し
て
回
収
）

設
の
草
刈
り
清
掃
な
ど
。
外
ま
わ
り
　
　
Ｖ
　
付
近
の
公
園
や
町
内
の
施
設
の

を
重
点
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
草
刈
り
清
掃

一
般
家
庭
で
は

Ｖ
　
屋
敷
、
生
垣
、
側
溝
の
整
備
、

　
清
婦

▼
　
ハ
エ
、
蚊
な
ど
の
害
虫
防
除

▼
　
所
有
す
る
空
き
地
の
草
刈
り
清

　
掃

各
町
内
で
は

　
　
　
　
●

実
　
施
　
方
　
法

ｙ
　
各
町
総
代
、
衛
生
委
貝
、
各
団

　
休
の
代
表
は
、
一
定
の
計
画
を
立

　
て
、
各
組
各
戸
の
協
力
を
得
て
実

　
施
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｖ
　
町
内
清
掃
は
、
町
内
、
組
内
で

　
話
し
合
っ
て
一
斉
に
行
っ
て
く
だ

　
さ
い
。
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市
民
清
掃
の
日
の

　
　
　
　
　
　
｀
　
　
　
一
　
　
か
　
　
‘

　
　
　
　
特
別
措

　 　
置

　
清
婦
し
て
出
た
ゴ
ミ
は
、
原
則
と

し
て
各
町
内
、
団
体
で
才
栗
町
の
埋

立
地
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
持
ち

込
み
料
金
は
無
料
で
す
。
（
た
だ
し
。

事
業
川
、
お
よ
び
産
業
用
廃
棄
物
は

有
料
で
す
。
）

春
の
大
掃
除
を
実
施
し
ま
し
ょ
う

　
明
る
く
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
、

健
康
で
快
適
な
生
活
を
お
く
る
た
め
、

春
の
大
婦
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
夏
期
に
か
け
て
、
害
虫

伝
染
病
等
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
大
掃
除
を
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

衛
生
セ
ン
タ
ー
豊
ニ
ニ
ー
五
四
三
六

因
　
便
所
の
窓
、
通
気
口
に
は
、
金

　
細
か
は
っ
て
あ
り
ま
す
か
。

建
物
の
中

な
お
本
年
も
、
市
民
連
動
「
み
ん
　
　
ド
　
不
川
品
の
幣
理
は
し
て
あ
り
ま

な
で
資
源
の
肖
利
川
を
考
え
、
ゴ
ミ

を
減
ら
す
巡
動
一
を
艇
開
中
で
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
の
主
旨
に
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

建
物
の
周
り

Ｏ
　
爾
水
桝
、
下
水
溝
が
つ
ま
っ
て

　
い
ま
せ
ん
か
。

‐
　
堆
草
が
生
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

Ｏ
　
し
尿
浄
化
そ
う
の
通
気
口
は
、

　
ふ
さ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

因
　
し
尿
く
み
取
口
は
、
完
全
に
ふ
た

　
が
で
き
て
、
雨
水
が
使
そ
う
に
入
ら

　
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

伽
　
下
水
溝
が
ネ
ズ
ミ
の
通
路
に
な

　
ら
な
い
よ
う
に
、
ふ
た
、
さ
く
が

　
設
置
し
て
あ
り
ま
す
か
。

　
す
か
。

リ
　
家
具
の
襄
側
に
は
こ
り
が
た
ま

　
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、

り
　
室
内
の
換
気
を
十
分
に
行
い
、

　
畳
、
敷
物
を
屋
外
で
日
光
に
当
て

　
ま
し
ょ
う
。

叫
　
ネ
ズ
ミ
穴
を
発
見
し
た
ら
、
ふ

　
さ
い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
ネ
ズ
ミ

　
と
り
薬
剤
も
お
忘
れ
な
く
、

㈲
　
風
呂
場
、
台
所
の
壁
の
す
き
問
、

　
流
し
台
、
戸
閤
が
ゴ
キ
ブ
リ
の
温

　
床
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ゴ
キ

　
ブ
リ
の
タ
マ
ゴ
を
発
見
し
た
ら
、

　
す
ぐ
に
焼
却
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

-大
掃
除
に
よ
り
排

出
さ
れ
た
ゴ
ミ
は

-)

　
燃
え
る
も
の
燃
え
な
い
も
の
に

区
分
し
て
、
各
自
指
定
持
ち
寄
り

場
所
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

口
　
特
に
多
址
、
大
｀
七
の
ゴ
ミ
に
つ

　
い
て
は
、
燃
え
る
も
の
燃
え
な
い

　
も
の
ご
と
に
、
次
の
場
所
へ
自
己

　
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑦
　
燃
え
る
ゴ
ミ
（
一
般
廃
棄
物
）

　
　
術
生
セ
ン
タ
ー
ゴ
ミ
焼
却
場

　
一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
三

　
百
二
ト
円

④
　
燃
え
な
い
ゴ
ミ
（
一
般
廃
棄

　
物
）
才
栗
町
不
燃
物
埋
立
場

　
一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
百

　
円

不燃物捨て場案内図



４-

六

十■xﾔ◇

l

‥

ﾚ　｀……/1/｀゛

仁⑤○①ゾ○ノド◇余
　　　　　　く寸⑤

今年中に70歳以上の方にコ

S23 － 61 47社会生活課老人係

　
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
余
暇
活
動
な
ど
に

ご
活
用
く
だ
さ
る
よ
う
、
次
の
方
法

で
優
待
乗
車
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

寿
バ
ス
優
待
乗
車
券

　
国
鉄
バ
ス
及
び
名
鉄
バ
ス
市
内

定
期
路
線
の
乗
車
券
で
、
希
望
さ

れ
る
九
十
円
券
十
一
枚
綴
り
を
二

冊
一
乗
車
券
を
受
け
ら
れ
る
か
た

　
四
月
一
日
現
在
で
市
内
に
住
所

が
あ
り
、
十
二
月
三
十
一
日
現
在

で
満
七
十
歳
以
上
（
明
治
四
十
三

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
か
た
）
で
バ
ス
を
利
用
で
き

る
か
た
。

・
お
渡
し
す
る
方
法

　
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
五
月
一

日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
（
土

曜
日
の
午
後
と
日
曜
、
祝
日
を
除

く
）
に
住
所
を
管
括
す
る
本
庁
（

社
会
生
活
課
）
及
び
各
支
所
へ
印

鑑
と
寿
手
帳
、
又
は
本
人
の
身
元

の
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
八
月
一
日
以
降
は
、
支
所
管

内
の
か
た
も
本
庁
へ
お
越
し
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
五
、

六
、
七
月
の
内
に
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

一
使
用
方
法

　
乗
車
券
は
、
市
内
発
着
の
国
鉄

バ
ス
又
は
名
鉄
バ
ス
定
期
路
線
に

使
用
で
き
ま
す
の
で
、
降
車
の
と

き
に
運
賃
を
券
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
九
十
円
券
で
す
か
ら
、
運

賃
が
百
円
の
場
合
は
、
十
円
を
現

金
で
足
し
て
い
た
だ
く
と
お
得
で

す
。

　
九
十
円
券
を
二
枚
で
支
払
っ
て

も
お
釣
り
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。

・
そ
の
他

　
乗
車
券
は
紛
失
又
は
汚
損
し
て

も
再
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
、
ま
た
、

ご
本
人
以
外
の
使
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
た
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
七
月
一
日
に
行
わ
れ
る
岡
崎
市
制

施
行
六
十
四
周
年
記
念
式
典
に
お
い

て
、
市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
か

た
、
お
よ
び
優
良
団
体
の
表
彰
を
行

い
ま
す
。

昨年７月１日の市制施行63周年記念式典

　
次
の
項
目
に
該
当
す
る
よ
う
な
、

表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
た
．

ま
た
は
団
体
を
お
知
り
の
か
た
は
、

五
月
六
日
ま
で
に
町
総
代
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
．

　
①
　
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
し

　
　
た
か
た

　
②
　
教
育
、
体
育
、
学
術
技
芸
そ

　
　
の
他
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た

　
　
か
た

　
③
　
産
業
の
開
発
振
興
に
貢
献
し

　
　
た
か
た

　
④
　
社
会
事
業
お
よ
び
地
方
民
生

　
　
の
安
定
に
尽
力
し
た
か
た

　
⑤
　
保
健
衛
生
に
貢
献
し
た
か
た

　
⑥
　
納
税
貯
蓄
に
貢
献
し
た
か
た

　
⑦
　
風
教
の
普
導
そ
の
他
公
益
事

　
　
業
に
尽
力
し
た
か
た

　
⑧
　
治
安
の
維
持
並
び
に
水
火
災

　
　
等
の
防
護
に
て
い
身
し
た
か
た

　
⑨
　
運
輸
交
通
に
貢
献
し
た
か
た

　
⑩
　
奇
特
篤
行
者
で
．
特
に
市
民

　
　
の
膜
範
と
な
る
か
た

　
⑥
　
そ
の
他
表
彰
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
か
た

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
．
秘
書

課
渉
外
係
（
豊
二
三
－
六
〇
〇
九
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
．
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市
長
と
学
区
の
み
な
さ
ん
と
の
対

話
に
よ
り
、
対
話
と
信
頼
、
合
意
と

参
加
の
市
政
を
よ
り
禎
極
的
に
進
め

る
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
の
自
治
意

識
を
高
め
、
郷
土
の
文
化
を
育
て
、

独
自
の
伝
統
を
守
り
、
健
康
で
安
全

な
人
間
性
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
学
区
単
位
に
市
民

対
話
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
明
る
く
、
住
み
よ
い
学
区
の
建
設

に
、
み
な
さ
ん
の
多
数
の
お
で
か
け

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(5月～６月)市民対話集会日程表

月　　　日　　時　　間　　会　　　　場　　学　区

　　　10日（土）午後７時　羽根小学校体育館　羽根

５月　20日㈹　午後7時　竜笑丘小学校体育館　竜美丘

　　　27日（火）午後７時北部公会堂井田

　　　２日（月）午後７時　常磐南小学校常磐南
６月
　　　７日出午後７時　大樹寺小学校体育館大＼l持

※その他の学区につきましては、順次こ'案内させていただきます。

２こｰここｰχ一二Ｚ-：こ一卜；－ぺ：･－こｰ：こｰこ：- ： ；
-ここｰこ一二こ一二こー－Ｚこｰ-･Ｚニーニこ一二二一二二－こＺ-ＺＺ-ここ一二ごｰここｰここｰこニーニＺ-Ｚこ一二：

ご二-：ニーごニー二二一丿二－ここｰこ：一二こｰ：こｰご：-：こｰ：こｰここ一トニーこＺ-こニー：卜一一：こｰこ：・
こ一二ニーこごｰ：

感
動
の
ひ
と
時

ス
ウ
’
よ
Ｉ
デ
ン
国
王
を

　
迎
え
て

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
カ
ー
ル
十
六
世

グ
ス
タ
フ
国
王
は
、
シ
ル
ビ
ア
王
妃

と
と
も
に
国
賓
と
し
て
、
四
月
十
三

日
か
ら
十
九
日
ま
で
来
日
さ
れ
た
。

　
十
五
口
夜
大
使
舘
で
国
王
主
催
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
招
待
が
舞
い
込
ん

だ
の
が
十
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
日
本
中
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
町
と

都
市
提
携
を
し
て
い
る
の
は
岡
崎
の

み
と
い
う
こ
と
で
の
案
内
な
の
で
、

予
定
を
遣
り
繰
り
し
て
十
五
日
午
後

上
京
し
た
。

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
大
使
舘
で
行
わ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
在
日
中
の
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
人
お
よ
そ
三
百
名
ほ
ど
で

ご
っ
た
返
し
、
全
く
イ
モ
を
洗
う
よ

う
な
賑
や
か
さ
だ
っ
た
。

　
予
定
の
時
間
と
と
も
に
、
舘
内
に

招
じ
入
れ
ら
れ
た
参
会
者
を
、
中
央

の
ホ
ー
ル
と
い
っ
て
も
、
四
・
五
十

平
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
部
屋
の
正
面

に
国
王
夫
妻
が
立
っ
て
わ
れ
わ
れ
を

迎
え
ら
れ
、
一
人
一
人
握
手
を
か
わ

さ
れ
た
。

　
国
王
夫
妻
の
う
し
ろ
に
大
使
夫
妻

が
侍
立
し
、
女
王
の
隣
り
に
外
務
大

臣
が
付
添
っ
て
い
る
外
は
、
も
の
も

の
し
い
護
衛
も
な
く
、
全
く
開
放
的

な
雰
囲
気
で
、
大
使
が
わ
ざ
わ
ざ
私

を
国
王
に
紹
介
さ
れ
た
の
に
は
感
激

し
た
。

　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
一
般
的
に
北
国

の
人
は
長
身
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人

は
特
に
ノ
ッ
ポ
が
多
い
が
、
百
七
十

五
・
六
セ
ン
チ
の
国
王
は
少
し
小
柄

と
い
え
よ
う
か
。

　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
五
輪
の
コ
ン
パ
ニ
オ

ン
を
し
て
い
て
、
皇
太
子
時
代
の
グ

ス
タ
フ
国
王
に
見
初
め
ら
れ
、
四
年

前
に
結
婚
さ
れ
た
シ
ル
ビ
ア
王
妃
は
、

西
ド
イ
ツ
の
実
業
家
の
娘
さ
ん
で
、

市
長
随
想

内
　
田
　
喜
　
久

・
‐
’
い
い
・
ｒ
‐
｀
Ｉ
Ｉ
い
い
Ｉ
Ｉ
り
Ｉ
.
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.
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-
.
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-
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-
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.
-
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一
｀

ブ
ル
に
あ
る
だ
け
だ
が
、
そ
こ
に
は

国
王
夫
妻
を
か
こ
む
国
民
の
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
敬
慕
の
雰
囲
気
が
醸
し
出

さ
れ
て
い
た
。

　
湖
西
市
に
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
学

校
（
昨
冬
の
ス
ト
ッ
ク
フ
ォ
ル
ム
少

女
合
唱
団
来
岡
の
際
同
行
）
の
生
徒

達
の
歓
迎
の
コ
ー
ラ
ス
に
こ
た
え
て
、

国
王
が
人
々
に
感
謝
の
ス
ピ
ー
チ
を

の
べ
ら
れ
た
。

　
拡
声
器
も
な
く
、
広
く
な
い
と
は

い
え
立
堆
の
余
地
も
な
い
ホ
ー
ル
の

中
だ
か
ら
、
可
成
り
大
声
を
張
り
上

げ
ら
れ
て
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
た
。

　
国
王
の
ス
ピ
ー
チ
が
終
わ
る
と
も

な
く
、
人
々
の
中
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
国
歌
の
大
合
唱
が
は
じ
ま
り
感
動

の
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
五
年
前
に
改

正
さ
れ
た
憲
法
に
よ
り
、
国
王
が
政

「
現
代
の
シ
ン
デ
レ
ラ
」
と
い
わ
れ
　
治
上
の
権
限
を
失
い
、
象
徴
的
な
王

た
と
い
う
。

　
民
間
か
ら
皇
室
に
入
ら
れ
た
美
智

子
皇
太
子
妃
と
お
会
い
に
な
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
来
ら
れ
た
と
い
う
が
、

終
始
和
や
か
な
笑
み
を
絶
や
さ
れ
ず
、

凡
そ
一
時
間
ほ
ど
国
王
と
と
も
に
参

会
者
に
握
手
と
会
釈
を
交
さ
れ
る
様

子
は
、
実
に
庶
民
的
で
日
本
で
は
一

寸
考
え
ら
れ
な
い
光
景
で
あ
っ
た
。

　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
※

　
パ
ー
テ
ィ
は
簡
素
そ
の
も
の
で
、

飲
み
物
は
ブ
ド
ウ
酒
に
ジ
ュ
ー
ス
、

子
供
用
の
ケ
ー
キ
が
わ
ず
か
に
テ
ー

制
に
変
っ
た
。
グ
ス
タ
フ
国
王
は
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
生
ま
れ
で
三
十

三
歳
、
七
年
前
に
王
位
を
継
承
さ
れ

た
が
、
学
究
肌
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
、

気
さ
く
に
街
へ
出
歩
き
、
バ
ス
に
も

乗
ら
れ
、
女
王
も
時
に
は
ご
自
身
で
買

物
に
出
ら
れ
る
ほ
ど
で
、
世
界
巾
で
も

っ
と
も
開
放
的
な
国
王
一
家
と
い
わ

れ
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
の
日
私
が

垣
間
見
た
こ
の
国
の
国
王
と
国
民
の

全
く
垣
根
の
な
い
交
り
は
、
胸
に
熱

い
も
の
を
覚
え
さ
せ
る
感
勁
的
な
ひ

と
コ
マ
で
あ
っ
た
。

い
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
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一

心
｀
一
犬
ぐ
㈲
噺
斬
卦
戮
首
艦
影
戴
個

広
報
広
聴
課
広
聴
係
　
豊
二
三
－
六
〇
一
二

　
日
曜
日
の
一
日
を
、
親
子
で
市
政

の
勉
強
に
む
け
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
家
庭
の
日
の
日
曜
日
を
親
子
で
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
「
家
庭
の
日
動

く
市
政
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
バ
ス
で
め
ぐ
る
市
内
施
設
見
学
は
、

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を
高
め
、
楽
し

く
有
意
義
な
思
い
出
に
な
る
こ
と
で

　
ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
気

軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
五
月
十
八
日
（
日
）
午
前

十
時
‐
ｊ
午
後
三
時
三
十
分

　
見
学
コ
ー
ス
　
消
防
庁
舎
↓
み
か

ち
ゃ
ん
観
賞
（
殿
僑
下
流
）
↓
太
陽

の
城
↓
南
公
園
交
通
広
場

　
集
合
場
所
・
時
間
　
市
役
所
束
正

面
玄
関
ロ
ビ
ー
　
午
前
九
時
三
十
分

　
受
付
開
始
　
五
月
十
二
日
（
月
）

か
ら
電
話
（
公
二
三
―
六
〇
二
一
）

で
受
け
付
け
ま
す
。

　
定
員
　
四
十
名
（
巾
込
順
に
受
け

高
齢
者
に
適
し
た
仕
事
を

岡
崎
市
高
齢
者
能
力
活
用
協
会
　
容
二
四
―
五
七
二
九

　
高
齢
者
能
力
活
用
協
会
と
は
、
高
　
し
い
仕
事
を
引
き
受
け
、
な
ん
ら
か

齢
化
社
会
に
応
え
る
た
め
、
高
齢
者
　
　
の
収
入
を
得
て
、
各
人
の
希
望
と
経

の
「
生
き
が
い
」
「
健
康
の
増
進
」
　
　
験
に
応
じ
た
仕
事
に
従
事
し
て
い
く

　
「
社
会
参
加
」
を
め
ぎ
し
て
発
足
し
　
　
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

た
団
体
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
事
業
所
・
ご
家
庭
の
み
な
さ
ん
。

　
高
齢
の
た
め
就
職
が
む
ず
か
し
い
　
　
こ
ん
な
と
き
に
協
会
の
ご
利
用
を

か
た
や
、
も
う
就
職
す
る
こ
と
は
望
　
①
　
人
を
雇
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

ん
で
い
な
い
が
、
長
年
の
経
験
や
技
　
　
き
ま
っ
た
期
間
中
に
一
定
の
仕
事

術
を
生
か
し
働
く
こ
と
に
よ
り
、
仕
　
　
　
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

会
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
と
願
う
健
　
②
　
急
に
臨
時
の
仕
事
が
で
き
て
、

康
な
か
た
が
集
ま
っ
て
、
民
間
事
業
　
　
商
齢
者
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら

所
、
各
家
庭
か
ら
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
　
　
れ
る
と
き

ｌ

/付
け
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。
）

　
そ
の
他
　
参
加
費
無
料
。
弁
当
、

水
筒
、
筆
記
具
を
各
自
ご
持
参
く
だ

さ
い
、
雨
天
決
行
。

③
　
留
守
番
や
家
恥
の
１
　
伝
い
を
頼

　
み
た
い
な
ど
、
ど
ん
な
小
さ
な
仕

　
小
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

▼
仕
事
の
内
容

　
封
筒
の
ハ
ガ
キ
の
あ
て
名
書
き
、

証
書
の
毛
筆
、
原
紙
書
き
、
書
顛
の

整
理
や
伝
票
整
理
、
集
計
事
務
や
調

企
事
務
、
簡
単
な
手
先
仕
事
、
庭
の

清
掃
、
除
草
、
植
木
の
手
入
れ
、
あ

と
片
付
け
、
置
場
の
整
理
、
簡
単
な

大
工
仕
事
、
留
守
番
、
家
事
の
補
助

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
、

　
ご
利
用
の
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
岡
崎
市
高
齢
者
能
力
活
用
協
会
事

務
局
（
朝
日
町
三
丁
目
十
七
番
地
・

岡
崎
市
福
祉
会
館
内
　
萱
二
四
‐
ｎ

ヒ
二
九
）

○＠ｅ

nun崎市民美術展

　膠佩殊恚靉

社会教育課文化係容23－6432

　
市
民
の
み
な
さ
ん
、
日
ご
ろ
鍛
え

た
腕
前
を
発
抑
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

多
数
ご
応
紅
く
だ
さ
い
。

　
出
品
規
格

①
絵
画
（
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、

水
墨
画
な
ど
）
六
廿
か
ら
五
ト
号
ま

で
。
額
装
又
は
仮
縁
。

②
彫
塑
工
芸
　
高
さ
一
五
〇
四
、
幅

五
〇
『
帆
八
行
五
〇
四
、
重
趾
一
〇

〇
に
㎎
以
内
。

③
書
道
　
仕
上
り
寸
法
二
〇
〇
ｍ
Ｘ

一
〇
〇
四
以
内
。
縦
横
自
由
、
額
装
。

④
写
真
　
四
ツ
切
以
上
、
写
真
用
パ

ネ
ル
張
り
又
は
額
装
。

⑤
商
業
美
術
　
Ｂ
仝
版
以
内
、

ル
張
り

び
に
昨
年
度
秋
の
岡
展
に
受
賞
さ
れ

た
か
た
は
除
く
。

　
作
品
搬
入
日
　
五
月
二
十
日
（
火
）

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
七
時
ま

で
″
介
自
、
会
場
の
市
美
術
館
へ
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　
作
品
搬
出
日
　
六
月
二
口
（
月
）

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
七
時
ま

で
。

　
審
査
日
時
　
五
月
二
十
一
日
（
水
）

午
後
一
時
三
十
分

　
審
査
方
法
　
審
査
員
全
員
に
よ
る

総
合
審
査

　
表
彰
式
　
六
月
一
日
（
日
）
午
前

十
時
（
受
賞
者
に
は
審
査
後
述
絡
い

た
し
ま
す
。
）

　
表
彰
　
岡
崎
市
艮
賞
ほ
か

　
審
査
委
員
　
（
敬
称
略
）

　
浅
岡
美
徳
　
浅
川
蓬
村
　
伊
膝
消

　
神
谷
葵
水
　
杉
浦
盈
二
　
杉
原
丘

南
　
鈴
木
坊
弘
　
田
口
城
Ｔ
中
野

薫
　
峰
沢
佳
行

　
そ
の
他

①
作
品
搬
入
の
際
、
会
場
に
用
意
し

て
あ
る
申
込
書
に
ご
記
入
の
う
え
、

受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
出
品
物
・
の
保
管
は
、
不
時
の
災
害

お
よ
び
搬
出
日
以
降
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

パ
ネ
　
③
展
示
会
場
の
つ
ご
う
に
よ
り
、
展

　
　
　
示
し
に
く
い
作
品
は
、
ご
遠
慮
い
た

　
出
品
点
数
　
各
部
門
一
人
一
点

　
応
募
資
格
　
巾
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
十
六
歳
以
上
の
か
た
。
た
だ

し
、
高
校
生
、
岡
崎
美
術
協
会
Ｕ
並

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
応
募
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。
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●

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

岡
崎
地
区
献
血
推
進
協
議
会
　
社
会
生
活
課
内
酋
二
三
―
六
一
四
五

期
日
　
昭
和
五
十
五
年
五
月
十
四

お
　
日
（
水
）

　
　
　
時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
土
二
時

市政だより日昭和55年５７

　
場
所
　
上
和
田
団
地
集
会
場

　
主
催
　
上
和
田
団
地
自
治
会

※
血
液
は
い
つ
必
要
に
な
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
病
気
、
け
が
の
治
療
に

際
し
、
大
量
の
血
液
が
必
要
に
な
っ

た
時
の
た
め
に
、
相
互
の
助
け
合
い

に
よ
る
血
液
の
保
存
が
必
要
で
す
。

日
頃
健
康
な
と
き
に
血
液
を
提
供
し

合
い
、
献
血
へ
の
ご
理
解
と
積
板
的

な
ご
協
力
を
お
噸
い
し
ま
す
。

　
な
お
献
血
者
に
対
す
る
検
査
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
六
項
目
の
血
液
検
査
を

実
施
し
、
異
常
者
に
対
し
成
績
書
を

お
送
り
し
ま
す
。

　
献
血
の
手
順

①
受
付
　
満
十
六
歳
以
上
～
満
六
十

五
歳
未
満

②
体
重
測
定
　
男
四
十
五
㎏
、
女
四

十
㎏
以
上

③
血
圧
　
比
巫
測
定
　
最
高
血
圧
百

％
以
上
、
比
重
一
・
〇
五
二
以
上

（
低
比
重
者
は
採
血
で
き
ま
せ
ん
が
希

望
に
よ
り
血
液
検
査
を
無
料
で
実
施
）

④
採
血

⑤
献
血
手
帳
交
付

　
ご
近
所
の
か
た
、
近
く
を
お
通
り

の
か
た
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ぺ、緑容　ｉ実施団体内

ヒセンター行事春の緑i＼

名事行日
一一

期　　　｜「

化
セ
ン
タ
ー
で

春
の
Ｉ

緑
化
セ
ン
タ
ー

岡崎市植木生

産s,濃会

岡崎市花き温

室園芸机今

管理相談と

即売

植木と観葉植

物即売会

岡崎らん友会

岡崎緑化協力

会

日
を

容
ニ
ニ
ー
一
六
三
四

回しへ

升士ilF5やtｌ

展示即売

技術指導

松等の手人れ

午前＼0時30分

午後1 時30分

展示即売

技術指導

隅m崎らχ.友会|－　f3Kni

ﾀﾉ

岡崎盆栽会

岡崎バラと

　花八蒲の会
一一一一一‥一一

洋らん展示交

換即売会

庭木手入れ講

習会

g栽s示文換即売会

交換会nm糾より

バラ展示即売

会

三河の「さつ

きＪまつり

洋らん展示交

換即売会

盆栽展示交換即売会

文換会は15B13時より

花しょうぶ

展示即売会

　　植木は５

　　月31日ま

　　で毎日

　　観mは６

５　月15日ま

　　で毎日

　　11日(M)

　　13時より

18日(11)

17日出
月

～18日間

24日CIJ

6月1日間

８日(II)

６

日仕)

15日(1)

日(la)

16日(f1)

ピ
　
消
火
器
の
押
売
り
に

｝
　
　
　
ご
注
意
を

一
　
　
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
豊
二
Ｉ
Ｉ
五
一
五
一

一
　
最
近
、
一
般
家
庭
、
特
に
新
興
住

一
宅
地
誠
に
消
火
器
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン

　
し
た
」
と
か
「
消
防
社
か
ら
消
火
器

Ｊ
の
点
検
に
来
ま
し
た
」
な
ど
と
ま
ぎ

　
ら
わ
し
い
言
葉
を
使
用
し
て
、
消
火

一
器
の
販
売
を
し
て
お
り
ま
す
が
．
消
．
一

｝
防
署
と
は
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
一

万
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
．
一

▼
一
般
家
庭
（
専
用
住
宅
）
に
つ
い

に
　
て
は
、
自
分
の
家
を
守
る
た
め
自
作

　
主
的
に
消
火
器
を
設
置
す
る
よ
う

　
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
消
防
法

　
で
は
、
消
火
器
設
置
の
義
務
づ
け

　
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

▼
一
般
家
庭
に
は
、
消
火
器
の
点
検

　
報
告
の
義
務
は
な
く
、
消
防
署
が
Ｉ

　
販
売
業
者
に
点
検
や
検
禿
を
依
頼
一

　
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
一

▼
購
入
し
て
か
ら
五
年
以
上
を
経
過

　
し
た
古
い
消
火
器
に
つ
い
て
は
、

　
信
用
の
お
け
る
業
者
で
点
検
を
受

　
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
消
火
器
を
購
入
す
る
場
合
は
、
信

　
用
の
お
け
る
販
売
店
で
お
求
め
く

　
だ
さ
い
。

▼
消
火
器
の
購
入
又
は
訪
問
販
売
に
｛

　
つ
い
て
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
Ｉ

　
ら
、
購
入
す
る
前
に
消
防
署
へ
問
一

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

６
。
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赤
十
字
運
動
月
間

　
　
　
社
員
に
ご
加
入
を

活
課
消
費
生
活
係
日
赤
事
務
局
豊
二
三
－
六
一
四
五

赤
十
字
は
人
道
、
博
愛
を
旗
じ
る

手
を
つ
な
ぎ
、
国
際
的
救
援
活
動
と

と
も
に
国
内
に
お
け
る
医
療
事
業
、

災
害
救
護
事
業
、
献
血
事
業
な
ど
の

幅
広
い
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
赤
十
字
の
大
切
な
事
業
の
経
費
は
、

皆
さ
ん
に
、
日
本
赤
十
字
社
の
社
員

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
納
め
て
い
た

だ
く
年
額
三
〇
〇
円
以
上
の
社
費
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
岡
崎
市
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ん
の

深
い
ご
理
解
と
温
い
ご
支
援
の
お
か

げ
で
。
約
三
万
三
千
人
の
か
た
が
社

貝
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
五
月
一
日
よ
り
１
ヵ
月
間

に
わ
た
り
全
国
一
斉
に
赤
十
字
社
資

増
強
運
動
が
展
開
さ
れ
、
社
員
の
増

強
と
事
業
資
金
の
募
集
を
行
な
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
か
た
が
赤
十

字
社
貝
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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原
油
を
は
じ
め
と
す
る
輸
入
原
材

料
の
高
騰
と
大
幅
な
円
安
に
よ
り
卸

売
物
価
が
上
昇
し
て
お
り
、
ま
た
電

気
、
ガ
ス
料
金
の
値
上
げ
に
よ
り
消

費
者
物
価
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
は
買
物
上
手

に
な
る
こ
と
が
よ
り
必
要
と
な
り
。

良
い
商
品
を
計
両
的
に
安
く
購
入
す

る
こ
と
は
省
資
源
の
う
え
か
ら
も
、

家
計
の
合
理
化
の
而
か
ら
も
、
き
わ

め
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
予
算
を
た
て
て
計
画
的
に

　
食
料
品
や
日
用
雑
貨
品
な
ど
は
、

一
週
間
、
一
ヵ
月
の
見
通
し
を
た
て

て
買
い
物
を
す
る
こ
と
が
合
理
的
な

生
活
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
必
要
度
と
使
用
ひ
ん
度
を
考
え
て

　
買
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
商
品
が

あ
る
と
き
は
、
ま
ず
必
要
の
程
度
、

買
う
時
期
、
使
用
ひ
ん
度
を
検
討
し

ま
し
ょ
う
。

　
表
示
や
マ
ー
ク
を
よ
く
見
て

　
価
格
や
量
目
は
見
れ
ば
わ
か
り
ま

す
が
、
品
質
や
機
能
は
見
た
だ
け
で

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
時

こ
そ
表
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
維
持
費
の
確
認
を
忘
れ
ず
に

　
買
う
時
は
維
持
費
の
確
認
を
し
、

自
分
に
合
っ
た
、
我
が
家
に
合
っ
た

商
品
を
購
入
す
る
よ
う
に
事
前
に
十

分
検
討
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て

　
安
い
の
に
つ
ら
れ
て
買
っ
て
は
み

た
が
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
な
い

た
め
に
、
か
え
っ
て
高
い
も
の
に
つ

い
た
例
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
情
報
集
め
は
ふ
だ
ん
か
ら

　
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

な
ど
か
ら
悄
報
を
人
手
し
て
整
理
す

る
。

　
野
菜
な
ど
シ
ユ
ン
の
も
の
を
買
う

　
魚
介
類
や
野
菜
な
ど
は
ジ
ュ
ン
レ

の
も
の
が
値
段
も
安
く
、
昧
や
栄
養
　
　
　
‥

も
一
番
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
広
告
に
ま
ど
わ
さ
れ
た
り
、
包
装
一

や
デ
ザ
イ
ン
に
つ
ら
れ
た
り
し
な
い

『
。
り
Ｈ
ー
１
１
ー
Ｈ
ー
Ｎ
ｌ
ｊ
り
Ｕ
ｌ
い
い
Ｉ
り
｀
Ｉ
り
い
Ｉ
一

″
｀

石
田
利
作
先
生
遺
稿
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
編

　
石
田
先
生
の
遺
稿
の
第
五
章
都
市

計
画
、
第
六
章
土
木
、
第
七
章
上
下

水
道
編
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

　
第
五
章
に
は
、
大
正
四
年
、
本
市

が
都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
て
以

後
の
都
市
計
画
の
変
遷
が
、
内
務
省

告
示
を
中
心
に
記
さ
れ
て
い
る
。
第

六
章
に
は
、
学
校
建
築
、
道
路
や
河

川
・
用
水
の
改
修
、
僑
梁
、
土
地
区

画
整
理
、
災
害
復
旧
等
に
つ
い
て
の

概
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
七
章

に
は
、
上
下
水
道
建
設
の
経
緯
、
工

事
や
普
及
の
様
子
が
詳
細
な
資
料
を

も
と
に
書
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の

章
か
ら
も
、
岡
崎
市
の
基
盤
づ
く
り

に
取
り
組
ん
だ
市
当
局
の
積
極
的
な

姿
勢
を
、
興
味
深
く
読
み
と
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
そ
れ
ら
の
中
で
、
上
水
道
建
設
に

関
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
や
や
詳
し

く
紹
介
し
て
み
た
い
。

　
明
治
の
末
頃
に
は
、
乙
川
以
北
の

台
地
上
に
あ
る
市
街
地
は
、
人
口
増

加
が
著
し
く
、
毎
年
、
夏
に
な
る
と

井
戸
水
が
枯
渇
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
ま
た
、
下
水
が
井
戸
に
浸
潤

し
、
チ
フ
ス
、
赤
痢
等
が
夥
し
く
発

生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
西
部
の
低

地
に
お
い
て
も
、
工
場
建
設
が
進
み
、

水
不
足
が
産
業
発
展
の
大
き
な
妨
げ

政
治
―
都
市
計
画
・
土
木
・
上
下
水
道
‥

に
な
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
明
治
四
十
二
年

頃
、
上
水
道
の
建
設
が
市
政
上
の
問

題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　
ま
ず
、
上
水
道
実
現
の
前
提
と
し

て
、
調
査
費
一
千
円
を
計
上
し
、
海

軍
技
師
石
田
碧
氏
、
石
黒
弘
毅
氏
を

顧
問
と
し
て
、
水
源
調
査
が
行
わ
れ

た
。

岡崎公園の図書館で行われた
上水道竣工祝賀式

　
昭
和
五
年
に
は
、
総
工
費
二
百
八

万
円
、
五
ヵ
年
計
画
の
上
水
道
建
設

案
が
議
会
で
承
認
さ
れ
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
民
政
青
年
団

の
グ
ル
ー
プ
が
反
対
運
動
を
起
こ
し

た
た
め
、
地
元
の
代
議
士
が
仲
裁
に

入
り
、
東
京
で
、
市
理
事
者
側
と
民

政
青
年
団
が
対
決
し
、
け
っ
き
ょ
く
、

百
五
十
七
万
九
千
円
と
す
る
こ
と
で

ｌ
ｌ
‥
！
ｌ
ｉ
ｌ
″
い
1
1
1
1
1
い
ｌ
り
ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
リ
ー
り
い
１
日
い
1
1
1
1
‥

Ｉ
Ｉ
り
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｉ
Ｈ
Ｍ
ｌ
Ｕ
Ｕ
・

話
し
合
い
を
つ
け
た
と
い
う
。

　
岡
崎
公
園
で
盛
大
な
通
水
式
が
行

わ
れ
、
給
水
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
八
年
、
小
滝
喜
七
郎
市
長
の
と

き
の
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
水
道
事
業
は
、
給
水

料
を
唯
一
の
財
源
と
し
た
た
め
、
そ

の
普
及
の
徹
底
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

努
力
が
払
わ
れ
た
。

・
当
初
、
使
用
量
は
、
使
い
放
し
と

　
い
う
こ
と
に
し
た
。
（
家
族
五
人

　
ま
で
１
ヵ
月
一
円
十
銭
、
一
人
増

　
す
ご
と
に
二
十
銭
増
）

・
宣
伝
川
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、
市

　
民
の
投
票
に
よ
り
入
選
者
を
決
め

　
一
等
入
選
者
の
ポ
ス
タ
ー
を
、
市

　
内
各
所
に
掲
示
し
た
。

・
企
市
三
十
簡
所
に
お
い
て
、
連
夜
、

　
給
水
普
及
の
た
め
の
座
談
会
を
開

　
い
た
。

・
在
郷
軍
人
、
青
年
団
、
消
防
団
長

　
等
を
集
め
、
給
水
普
及
の
た
め
の

　
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
い
た
。

　
そ
の
結
果
、
水
道
は
、
次
の
よ
う

に
普
及
し
て
い
っ
た
。

　
昭
和
十
　
年
　
六
〇
二
九
戸

　
昭
和
十
一
年
　
八
一
三
九
戸

　
昭
和
十
二
年
　
九
一
一
一
戸

　
昭
和
十
三
年
　
九
三
九
〇
戸

　
（
近
代
調
査
員
岩
津
中
中
根
恒
夫
）
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お　か　ざ　き市政だより昭和55年５月１日
９

　
福
祉
の
一
層
の
向
上
と
充
実
を
図
る
た
め
、

名
実
と
も
に
福
祉
の
総
合
拠
点
と
し
て
「
福
祉

の
村
Ｌ
が
東
公
園
北
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
月
3
1
日
）

　”　　　　　、ｙ･

　7λ

?91

‘
節節妬心ｉ

にｰ|｀-|。　　　　　　　二一犬　　　　　^

≫^こ，≪●≪

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
充

実
し
た
施
設
を
。
大
樹
寺
小
学
校

校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
９
日
）

i
:

　 　
‥
鯛

　恒例の「みどりと花をふやす市民まつり」

が菅生川河川敷で盛大に行われました。

　　　　　　　　　　　（4月５日～6日）

　
地
域
に
密
着
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ガ
緑
丘
に

完
成
し
ま
し
た
。
（
４
月
９
日
）

　／
ｙ

　
小
学
生
約
３
千
人
か
ら
な
る
鼓

笛
隊
が
市
内
を
音
楽
パ
レ
ー
ド
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
1
2
日
）

3
ｂ
に
Ｍ
一
ｔ
・

　沿道の見物客約^o万人の中を、家康にふんした

内田市長ほか1.000人の行列が歴史のひとこまを

再現しました。　　　　　　　　　（4月６日）
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国
民
年
金

現
況
届
は

　
５
月
2
0
日
ま
で
に

社
会
生
活
課
年
金
係

　
　
　
　
　
酋
2
3
－
６
1
7
1

　
今
‥
り
は
、
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、

母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
、
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

　
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
時
期
で
す
。

現
況
届
用
紙
は
、
該
当
す
る
方
に
市

役
所
か
ら
直
接
お
送
り
し
ま
す
。

　
こ
の
「
現
況
届
」
は
、
毎
年
５
月

に
あ
な
た
や
あ
な
た
の
ご
家
族
の
状

態
な
ど
の
変
化
の
有
無
を
確
認
し
、

引
き
続
き
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
調
べ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　
も
し
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
遅

れ
た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
給
を

止
め
ら
れ
た
り
、
遅
ら
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
期

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昭
和
5
　
1
年
６
月
以
降
に
受

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
方
は
、
今

回
の
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
知
県
障
害
者
住
宅

整
備
資
金
貸
付
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
課
福
祉
係
豊
2
3
－
6
1
5
４

　
愛
知
県
で
は
、
障
害
者
又
は
障
害

者
と
同
居
す
る
親
族
で
、
自
己
資
金

で
障
害
噺
の
専
川
居
室
。
浴
賞
等
の

川
改
築
又
は
改
造
を
行
う
こ
と
が
困

難
な
方
に
、
必
要
な
資
金
を
お
貸
し

し
ま
す
。

　
貸
付
申
請
の
で
き
る
方

①
身
休
障
害
嗇
手
帳
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
方
で
、
そ
の
程
度
が
１
級

　
か
ら
３
級
ま
で
の
方

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
福
神
薄
弱
者
の
方
で
、
そ
の
障
害

　
の
程
度
が
Ａ
又
は
Ｂ
の
方

昭和55年４川１日現在、住民基本1

台帳と外国人登録人口による

　　　　　　　前月比

128,391人　　71人減

130,725人　276人川

259,116人　205人増

　75.881世帯　94世帯減

男
女
計

世帯数

③
自
閉
症
群
と
診
断
さ
れ
て
い
る
万

　
対
象
に
な
る
工
事

①
貸
付
決
定
時
か
ら
３
ヵ
月
以
内
に

　
着
手
で
き
、
１
年
以
内
に
完
了
可

　
能
な
工
事

②
貸
付
申
請
者
が
居
住
し
て
い
る
家

　
屋
（
居
住
後
１
年
以
上
経
過
し
て

　
い
る
も
の
）
で
、
障
害
者
の
叩
用

　
居
室
、
浴
室
等
の
増
改
築
又
は
改

　
造
し
よ
う
と
す
る
工
事

　
貸
付
条
件

①
回
付
限
度
額
　
１
８
０
万
円

②
利
率
　
年
３
％

③
償
還
期
限
　
貸
付
の
日
の
属
す
る

　
月
の
翌
月
か
ら
1
0
年
以
内

④
償
還
方
法
　
半
年
賦
元
利
均
等
償

　
還

⑤
保
証
人
　
県
内
の
同
一
市
町
村
に

　
６
力
Ｕ
以
Ｌ
住
所
を
有
す
る
方
２
名

　
受
付
期
間

第
１
回
　
５
月
2
0
日
ま
で

第
２
回
　
1
0
月
１
日
か
ら
1
0
月
3
1
日

　
受
付
場
所
　
福
祉
課
福
祉
係

国
民
健
康
保
険
料
の

第
１
期
分
に
つ
い
て

保
健
課
国
保
係
豊
2
3
－
6
0
８
６

　
５
月
は
、
国
民
健
康
保
険
料
の
第

１
期
分
の
納
間
で
す
。

　
第
１
期
分
の
国
民
鯉
康
保
険
料
の

賦
課
額
は
、
前
年
度
賦
課
額
の
４
分

の
Ｉ
が
算
出
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
昭
和
5
5
年
度
の
保
険
料
率
の
算

出
基
礎
と
な
る
市
民
税
の
所
得
割
釦

が
確
定
し
な
い
た
め
に
第
１
期
分
の

保
険
料
に
限
り
、
前
年
度
の
賦
課
額

の
４
分
の
Ｉ
を
賦
課
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
第
２
期
分
に
お
い
て
、
年

間
保
険
料
の
決
定
を
し
、
そ
の
年
間

額
か
ら
第
１
期
分
の
賦
課
額
を
差
引

き
し
た
残
り
の
額
が
、
第
２
期
以
降

の
保
険
料
賦
課
額
と
な
り
ま
す
。

第
4
9
期
男
子
・
女
子

　
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

　
　
選
手
募
集

愛
知
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

豊
0
5
3
3
－
6
8
－
2
5
3
0

　
募
集
期
間
　
６
月
3
0
日
間
ま
で

　
申
込
場
所
　
蒲
那
市
竹
谷
町
太
田

新
田
１
　
愛
知
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
会

　
応
募
資
格
　
①
昭
和
3
0
年
1
0
月
１

日
か
ら
昭
和
3
7
年
９
月
3
0
ロ
ま
で
に

出
生
し
た
方
（
満
1
8
歳
～
2
5
歳
ま
で
）

②
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
方

　５

　月

粗後
大期
ゴの
ミ
収
集

衛
生
セ
ン
タ
ー
き
η
　
　
－
5
4
3
6

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
机
大
ゴ
ミ
持

寄
り
場
所
へ
、
収
集
日
の
朝
８
時
3
0
分

ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
資
源
再
利
用
と
な
る
古
新

聞
、
雑
誌
及
び
衣
類
も
ヒ
モ
で
し
っ

か
り
し
ば
っ
て
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

31
日
出

30
日
励

29
日
(昶

28
日wo

27
日
向

26

日
卵

24
日
出

23
日
吻

22
日
(村

21
日
(刈

20
日

㈹

－－

　19
　日
　卵

17
日

山

-

　16
　日
　(匍

収
集日

六

供

新

一
一一
葉

台

園束

　ゝふ屹

3 坐

醜

　霜

門

訂

皆

目門

迄

詐

詣

●ゝ
鵠

昌

曙4-
2

穴

μ

轟

伝ふ
　区

　淀

石
神

昌

に

　晶

　置

昌

　占

　ａ

　必

口沌

縁

討

　野

勁

　･ゝ

駄

ゝゝ

昌

　汽

万作

詐

Ｆ

和束

　阿
　知
　和
　１
　区

　西
　阿
　知

託
訂
で

収
集
実

施
町
名
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計
量
器
の
定
期
検
査

　
を
受
け
て
く
だ
さ
い

商
工
労
政
課
商
工
計
量
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
1
６
２
1
２

　
取
引
や
証
明
等
に
使
用
す
る
計
量

器
（
は
か
り
の
み
）
の
定
期
検
査
を

行
い
ま
す
か
ら
、
よ
く
手
入
れ
を
し

て
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
光
電
式
は
か
り
及
び
固
定

は
か
り
等
で
搬
出
で
き
な
い
場
合
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

計量器定期検査日程表

一
日
教
室
受
講
者
募
集

西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
a
5
3
－
0
9
9
9

　
西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

消
費
生
活
に
関
す
る
時
々
の
問
題
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
勉
強
し
、

交
流
す
る
催
し
を
企
画
し
ま
し
た
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
　
５
月
1
3
日
（
火
）
午
前
1
0

時
～
1
2
時

　
場
所
　
愛
知
県
西
三
河
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

　
内
容
　
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
と
上

手
な
お
金
の
活
か
し
方

－=＝

　実施期日 時　　　間 検査鳩所

５月7 a内
午町9時30分～午前11時 宮衣町協和産業㈱介庫

午後i時30分～午後3時 川向町川向町公民館

8 日附
午前９時30分～午前11時 糾川町市立細川小学校

午隈i時恥分～午後2時30分 奥殿m葵農協奥殿山'iik所

９日吻 午前９時30分～午後3時 岩津iar岩津市民-t ンター

12日(月)

13 日(心
午前９時30分～午後３時 鴨用町葵庭協大剛寺支所

14日唄
午前９時30分～午前n時 秦m町市立泰梨小牛校

午筏l時30分～午後３時 生平町生平町公民館

13日(ね
午前^時30分～午前11時 市場町市場町公民館

午後１時30分～午後3時 山綱町東訊市民センター

in a 勿 午ml 9時30分～r-筏３時 本宿町本宿学区公民m

！　
19日川

午前9時30分～午Him時 桑谷町竜谷学区公民館

午筏１時30分一午後３時 滝町葵晨協常外支叫

20[川刈
午前9昨3U分～午前11吽 字頭町沁作市尺センター

午後１時30分～午後３時 橋目町矢作農|&皿瀬女所

21日(羽
午前9時30分～午前lU時 宇頭町宇治町公民館

午･mi吽30分～午筏３時 大和町矢作農協牧内支所

1　22日困

　　23日吻
午前s時30分～午後３時 人作ifi］欠作３区公会堂

2fil]聞

27日閃
午前９時30分～午後s時 福岡町iai崎tliff,i岡会館

※正午から1時間休憩します。

　
講
師
　
証
券
貯
薔
推
進
委
員

　
　
　
　
多
賀
嘉
宏
氏

　
受
講
料
　
無
料

　
定
員
　
5
0
名

　
申
込
期
限
　
５
月
1
2
日
ま
で

　
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
申
し
込
む
か
、

電
話
又
は
来
所
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
申
込
先
　
〒
４
４
４
　
岡
崎
市
明

大
寺
町
字
坂
下
1
1
の
１
１
７
　
愛
知

県
西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

月
1
2
日
を
「
民
生
委
貝
の
日
」
と
し

て
、
民
生
委
貝
の
基
調
精
神
・
基
本

理
念
及
び
職
務
を
再
確
認
し
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む

決
意
を
新
た
に
す
る
日
、
と
す
る
目

的
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
民
制
委
員
制
度
の
歴
史

▼
民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６
年
に

始
ま
り
、
昭
和
2
1
年
に
新
し
い
民
生

委
員
制
度
が
確
立
さ
れ
、
翌
2
2
年
、

児
童
福
祉
法
の
制
定
に
よ
り
、
民
生

委
貝
が
児
童
委
貝
を
兼
ね
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
と
は

▼
住
民
の
立
場
か
ら
。
社
会
奉
仕
の

精
神
を
も
っ
て
、
地
域
社
会
福
祉
事

業
の
推
進
に
努
め
る
民
間
の
篤
志
奉

仕
者
で
す
。

　
民
生
委
員
の
活
勣

①
民
間
奉
仕
者
と
し
て
の
自
主
的
活

　
動

②
担
当
地
域
の
実
態
の
は
握

③
住
民
の
よ
き
相
談
相
手
、
世
話
役

　
と
し
て
の
活
動

④
児
童
委
員
と
し
て
の
活
動
の
充
実

⑤
民
生
委
員
相
互
の
協
力
体
制
を
整

　
え
る
。

⑥
精
神
的
に
若
さ
に
あ
ふ
れ
た
活
動

⑦
公
的
社
会
福
祉
事
業
の
よ
き
協
力

　
者

▼
こ
の
よ
う
に
、
民
生
委
貝
は
、
住

民
と
福
祉
関
係
行
政
機
関
と
の
か
け

橋
と
し
て
、
行
政
機
関
で
補
え
な
い

点
を
カ
バ
ー
す
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

百
周
前
図
示

９
ｎ
ｕ
ピ
１
　

つ
ｔ
ａ
だ
記
」
匹
○

　
　
　
　
　
　
豊
2
1
局
1
1
1
1
番

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
の
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
月
曜
変
更

　
　
　
　
　
　
a
2
1
局
1
1
1
2
番

休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知
ら

せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ
（
新
入
学
児
の

保
健
に
つ
い
て
）
　
　
毎
月
昭
変
更

こ
ど
も
の
お
は
な
し

　
　
　
　
　
豊
2
1
局
1
1
1
3
番

「
主
人
を
守
っ
た
犬
」
　
宮
地
町

　
　
　
　
　
　
５
月
１
日
～
1
4
日

か
　
　
　
　
　

鄙

】
Ｉ
　
　
　
Ｉ
　
｀
ぺ

少
年
目
然
の
家
利
用
希
望

　
者
講
習
会
を
開
き
ま
す

少
年
自
然
の
家
　
豊
’
り
Ｉ
２
３
５
７
１

　
日
時
　
５
月
1
7
日
（
土
）
午
後
１

時
１
５
月
1
8
日
（
日
）
午
後
１
時

　
対
象
者
　
各
子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
役
員
、
又
は
リ
ー
ダ
ー

　
参
加
費
　
無
料
。
た
だ
し
食
費
等

の
実
費
―
、
４
０
０
円
は
、
各
団
体
に

て
負
担

　
申
込
先
　
岡
崎
市
少
年
自
然
の
家

（
岡
崎
市
須
渕
町
字
屋
名
平
4
4
番
地

―
）

　
締
切
　
５
月
1
0
日
（
土
）

５
月
1
2
日
は

　
民
生
委
員
の
日
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
－
‐
＝

福
祉
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
雲
2
3
1
６
1
5
5

　
民
生
委
貝
制
度
が
創
設
さ
れ
て
6
0

周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
機
に
毎
年
５



12

災
害
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
よ
う

防
災
一

テ
レ
ビ
番
組
ご
案
内

東
海
テ
レ
ビ
（
毎
週
土
曜
日
　
午
前

・
７
時
2
5
分
1
3
0
分
）

・
５
月
３
ロ
　
地
震
の
心
得
①

・
５
月
1
0
口
　
地
震
の
心
得
②

・
５
月
1
7
日
　
地
震
の
心
得
③

・
５
月
2
4
日
　
地
震
の
心
得
④

・
５
月
3
1
日
　
悔
雨
期
と
集
中
豪
雨

中
京
テ
レ
ビ
（
毎
週
木
曜
日
　
午
前

・
Ｈ
時
2
5
分
～
3
0
分
）

・
５
月
１
日
　
火
元
の
回
り
の
幣
理

・
５
月
８
日
　
備
蓄
で
安
心

・
５
月
1
5
日
　
わ
が
家
の
安
全

・
５
月
2
2
日
　
避
難
の
心
得

・
５
月
2
9
日
　
正
し
い
地
雲
情
報

講
演
会
の

お
知
ら
せ

図
　
書
　
館
　
き
5
1
－
2
２
5
1

　
テ
ー
マ
　
幼
児
の
絵
本
と
こ
と
ば

　
日
時
　
５
月
2
9
口
（
木
）
午
前
1
0
時

　
場
所
　
図
書
館
３
階
会
議
室

　
講
師
　
赤
座
憲
久
氏
（
児
童
文
学

作
家
）

　
募
集
人
員
　
8
0
名

　
受
付
　
５
月
1
0
日
（
土
）
図
書
館

事
務
室

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
参
加
費
　
無
料

　
新
規
９
　
入

　
祁
⊇
ロ
ノ
イ
ル
ム
の
こ
紹
☆

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
公
2
3
‐
1
６
3
6
7

「
中
国
－
長
城
と
運
河
」

　
　
　
　
　
　
　
3
0
分
　
社
会
教
育

「
こ
こ
ろ
」
　
　
照
分
　
社
会
教
育

「
彫
る
Ｉ
棟
方
志
功
の
世
界
」

　
　
　
　
　
　
　
3
8
分
　
社
会
教
育

「
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
ど
う
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
2
6
分
　
社
会
教
育

「
趣
味
の
あ
る
老
後
」

　
　
　
　
　
　
　
3
0
分
　
社
会
教
育

「
わ
た
く
し
た
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
」

　
　
　
　
　
　
　
3
0
分
　
社
会
教
育

「
幼
児
と
絵
本
」
3
0
分
　
婦
人

「
と
な
り
の
立
場
う
ち
の
立
場
」

　
　
　
　
　
　
　
2
9
分
　
婦
人

「
サ
ー
カ
ス
つ
子
大
ち
ゃ
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
4
6
分
　
児
童
劇

「
パ
ン
ダ
ち
ゃ
ん
の
自
転
車
教
室
」

　
　
　
　
　
　
　
1
4
分
　
交
通
安
全

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
2
1
分
　
動
両

　
子
供
会
、
社
会
教
育
の
学
習
な
ど

で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
申
込
み

は
岡
崎
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

岡
崎
都
市
計
画

下
水
道
変
更
案
の
縦
覧

下
水
道
課
計
画
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
－
6
3
０
２

　
岡
崎
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更

に
関
す
る
岡
崎
市
案
を
、
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
縦
覧
期
間

▼
昭
和
5
5
年
５
月
１
日
～
昭
和
5
5
年

５
月
1
5
日

　
縦
覧
場
所

▼
岡
崎
市
建
設
部
下
水
道
課

　
意
見
書
の
提
出
期
限
及
び
提
出
先

▼
昭
和
5
5
年
５
月
i
-
Ｈ
日
ま
で
に
、
岡

崎
市
役
所
建
設
部
下
水
道
課
へ
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
下
水
道
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん
の
勉
強
会

　
　
講
演
会
の
開
催

社
団
法
人
岡
崎
青
年
会
議
所

　
　
　
　
　
　
き
5
3
－
５
0
４
5

　
第
６
回
教
育
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
お
母
さ
ん
の
勉
強
会
I
の
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
、

　
日
時
　
５
月
Ｈ
日
午
後
１
時

　
会
場
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
講
師
　
藤
本
義
一
氏

　
テ
ー
マ
　
「
お
ん
な
・
妻
・
母
」

　
入
場
料
　
２
０
０
円

５月１日からし尿くみ取り料金が変わります

・　定額制のくみ収り料金は、便そう１ヵ所につき160円

　　人員割額は１人につき200円となります。

㈱　従量制のくみ収り料金は、36リットルにつき210円と

　　なります。

し尿くみ取り料金早見表

－･--_　UO-BI　　　　　・｀・　－｀／i㎜
ゴミ収集車（年金積立金還元融資事業）

コンパクター（年金積立金還元融資事業）

ず
定　　額　　制 従　量　制

便そう割額人貝割額 計 くみ取り限公　額

１人 　　円160 　　円200 　　円360
リｊトル

36 210円

２ 160 400 560 72 420

３ 160 600 760 108 630
４ 160 800 960 144 840
５ 160 1,000 1,160 180 1,050

６ 160 1，200 1,360 216 1.260

７ 160 1,400 1,560 252 1,470

８ 160 1.600 1，760 288 1,680
９ 160 1,800 1,960 324 1，890

10 従　　量　　制 360 2,100
11 396 2,310
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一一一　‥一

　福，-’

§i:巡身

体
障
害

　
回
　
相

Ｉ
Ｉ
　
‐
・
　
　
　
・
・

福
祉
係

お
　
　
主
　
　
催

　
　
　
相
談
科
名

市政だより日
１月５昭和55年－13

談者

　
酋
2
3
－
6
1
5
4

－
‐
－
‐
　
　
‐
　
　
‐

愛
知
県

整
形
外
科
・
眼
科
・

耳
鼻
咽
喉
科

　
相
談
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交

付
に
対
す
る
医
学
的
判
定
・
補
装
具

相
談

　
日
時
　
５
月
2
7
日
（
火
）
受
付
時

間
＝
午
前
1
0
時
～
1
2
時
　
診
断
時
間

＝
午
後
１
時
～
３
時
　
補
装
具
相
談

＝
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
場
所
　
身
体
障
害
者
セ
ン
タ
ー
友

愛
の
家

　
申
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
市
福
祉
課

へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
　
診
察
は
午
後
に
な
り
ま

す
か
ら
、
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

｛
‐
－

市
　
民
　
相
　
談

｜

　
困
り
ご
と
・
行
政
相
談
（
行
政
相

談
委
員
）
５
月
1
4
日
・
2
8
日

　
法
律
相
談
（
弁
護
士
・
予
約
制
）

５
月
６
日
・
1
2
日
・
1
9
日
・
2
6
日

　
住
宅
金
融
公
庫
融
資
相
談
（
住
宅

金
融
公
庫
相
談
員
）
５
月
８
日
・
2
3
日

　
税
金
相
談
（
税
理
士
）
５
月
1
5
日

　
登
記
相
談
（
司
法
書
士
・
土
地
家

屋
調
査
士
）
５
月
1
5
日

　
建
築
相
談
（
建
築
士
）
５
月
８
日

　
測
量
設
計
相
談
（
測
量
士
）
５
月

2
1
日

各
特
別
相
談
の
時
間
は
す
べ
て
午
後

１
時
～
４
時
で
す
。

㈱
法
律
相
談
等
の
相
談
で
は
、
契
約

書
な
ど
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

・
相
談
は
無
料
・
秘
密
で
す
。

商
　
工
　
相
　
談

商
工
労
政
課

商
工
会
議
所

【
岡
崎
市
】

ａ
2
3
－
6
2
1
2

a
5
3
－
６
1
６
1

　
経
営
相
談
　
５
月
８
日
（
木
）
午

後
１
時
～
４
時
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）

　
商
工
労
政
課
・
電
2
3
－
6
2
1
2

　
金
融
相
談
　
毎
日
（
休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

　
商
工
労
政
際
・
電
2
3
1
6
2
1
4

　
巡
回
商
工
相
談
（
経
営
金
融
相
談
）

▼
５
月
６
日
（
火
）
午
前
９
時
3
0
分

Ｉ
正
午
＝
藤
川
連
絡
所
　
午
後
１
時

～
正
午
＝
岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー
　
・

後
１
時
～
４
時
＝
葵
農
協
常
磐
支
　
　

　
【
岡
崎
商
工
会
議
所
】

　
法
律
相
談
　
５
月
６
日
・
1
9
日

午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

所午

　
金
融
相
談
　
毎
日
、
た
だ
し
中
小

公
庫
は
９
日
、
商
工
中
金
は
2
3
日
の

各
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
発
明
相
談
　
５
月
２
日
・
1
6
日

午
後
１
時
Ｉ
５
時

　
税
務
相
談
　
５
月
６
口
‥
・
1
3
日
・

2
0
日
・
2
7
日
　
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時　
経
営
相
談
　
５
月
７
日
　
午
後
１

時
～
５
時

　
労
務
相
談
　
５
月
1
0
日
・
1
7
日

午
前
９
時
１
正
午

　
下
請
斡
旋
相
談
　
５
月
８
日
　
午

前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
商
店
経
営
相
談
　
５
月
1
9
日
　
午

後
１
時
～
５
時

　
税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談

　
東
海
税
理
士
会

　
岡
崎
支
部
税
務
経
営
指
導
所

　
所
得
税
の
確
定
巾
告
期
限
が
せ
ま

り
ま
し
た
。
束
海
税
理
士
会
岡
崎
支

部
で
は
、
税
務
経
営
指
導
所
に
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
税
務
に
関
す
る
ご

相
談
を
常
時
。
次
の
場
所
に
お
い
て

無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
相
談
日
　
土
・
日
・
祭
日
を
除
く

毎
日
　
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
場
所
　
岡
崎
信
用
金
庫
本
店
２
階

～
４
時
＝
市
民
信
用
組
合
本
宿
支
店
　
a
2
1
－
6
1
1
1
　
内
線
3
8
9
1

▼
５
月
2
0
日
（
火
）
午
前
９
時
3
0
分
　
　
　
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

¶

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を
　
　
　
　
（
敬

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▼
岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー
絵
画
教
室
・

陶
芸
教
室
・
毛
筆
・
ペ
ン
習
字
教
室

・
網
物
教
室
・
茶
道
教
室
・
フ
ラ
ワ

ー
教
室
の
各
講
座
の
講
師
及
び
参
加

者
▼
岡
崎
市
伝
馬
公
設
市
場
協
同
組

合
▼
昭
和
5
4
年
度
六
ツ
美
南
保
育
園

卒
園
児
母
親
一
同
▼
神
谷
康
正
（
本

］
町
通
）
▼
大
樹
寺
学
区
総
代
会
▼
矢

－
作
西
保
育
剛
ほ
の
会
▼
城
北
保
育
園

］
ほ
の
会
▼
昭
和
5
4
年
度
城
北
保
育
園

ｆ
卒
園
兜
保
護
者
一
同
▼
大
樹
寺
保
育

‥
園
母
の
会
▼
大
門
学
区
総
代
会
▼
昭

'
t
　
Ｉ
／
＞
　
"
＼
ｒ
i
　
ｒ
'
一
M
S
―
･
(
…　
i
―
ａ
-
＾
t
ｅ
-
r
^
≫-
　

Ｖ
和
5
4
年
度
井
田
保
育
園
卒
喇
児
保
護

］
者
一
同
▼
太
田
健
史
・
太
田
章
宏
（
上

’
六
名
町
）
▼
坂
部
兼
橘
（
0
1
賀
町
）

］
▼
欠
作
西
保
育
園
母
の
会
▼
竜
谷
保

’
育
園
ほ
の
会
▼
愛
知
県
立
岡
崎
商
業

一
商
等
学
校
１
年
Ｇ
組
一
同
▼
岡
崎
中

’
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼
六
ツ
笑
中

］
保
育
園
母
の
会
▼
矢
作
北
保
育
園
ほ

Ｉ
の
会
▼
梅
園
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
梅
園

］
学
区
婦
人
会
▼
芙
川
中
学
校
３
年
生

’
父
兄
一
同
▼
岡
田
照
子
（
鰯
熊
町
）

*り ぐり<'″？
一一

▼
福
岡
保
育
園
母
の
会
▼
東
部
市
民

セ
ン
タ
ー
活
動
推
進
委
貝
会
・
東
部

地
区
４
学
区
婦
人
会
▼
岡
崎
葵
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼
昭
和
5
4
年
度
障
害

”
児
療
育
終
了
児
母
親
一
同
▼
昭
和
5
4

称

略

Ｗ

　３

■≫φ

保
護
者
一
同
▼
永
見
栄
（
稲
熊
町
）

▼
辿
尺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
小
泉
克
城

-・一一一一
ヽ一一

　
（
材
木
町
）
▼
甲
山
中
学
校
第
3
3
回
｝

卒
業
生
保
護
者
一
同
▼
末
広
会
一
同
　
　

▼
西
井
繊
維
工
業
㈱
▼
細
川
学
区
総

代
会
▼
東
海
中
学
校
卒
業
生
保
護
者

一
同
▼
梅
園
小
学
佼
佼
舎
増
改
築
建

設
委
貝
会
▼
六
ッ
美
中
部
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
▼
本
宿
小
学
校
第
3
3
回
卒
業
生

保
護
者
一
同
▼
冨
田
稔
（
本
宿
町
）

▼
昭
和
5
4
年
度
井
山
小
学
校
卒
業
生

父
兄
一
同
▼
昭
和
5
4
年
皮
六
ッ
美
中

-・－・ヽ一一･一一・-・一一一一･

部
小
学
校
卒
業
生
保
護
者
一
同
▼
本
｝

宿
学
区
婦
人
会
▼
屯
美
丘
小
学
校
Ｐ
一

Ｔ
Ａ
▼
大
門
小
学
佼
卒
業
生
父
兄
一
”

同
　
　
　
　
　
　
一

蕎
社
会
福
祉
協
磁
会
善
憲
銀
行
　
　
｝

▼
中
部
サ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
上
一

地
町
）
▼
細
川
小
学
校
生
徒
会
▼
働
｝

く
婦
人
会
館
や
よ
い
１
　
尖
行
委
員
会
一

▼
昭
和
5
4
年
度
大
門
小
学
校
卒
業
生
｝

一
同
▼
南
中
学
校
３
年
７
組
一
同
▼
　
　

森
口
時
男
（
大
門
町
）
▼
福
岡
学
区
｝

婦
人
会
▼
岡
崎
市
婦
人
連
絡
協
議
会
一

▼
後
藤
敏
文
（
井
田
西
町
）
▼
河
野
｝

由
加
里
（
滝
町
）
▼
畔
柳
勝
（
伊
賀
一

町
）
▼
石
川
輝
夫
（
元
能
見
町
）
▼
一

野
田
景
治
（
明
大
寺
町
）
▼
安
藤
ふ
　
　

４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・

ｆ
年
度
福
岡
小
学
校
卒
業
生
父
兄
一
同
　
じ
江
（
桑
谷
町
）
▼
岡
崎
北
高
校
生

’

一

▼
昭
和

5
4
年
度
細
川
小
学
校
卒
業
生
　
徒
会
▼
福
和
会
▼
匿
名
の
方
二
名
　

一

ｒ

ｊ
*
j
>
-
　
.
-
.
.
j
J
k
-
^
.
^
'
　
w
＞
'
v
≫
.
ｖ
　
'
-
＞
-
M
J
-
-
i
i
＊
-

.
ｖ
f
*
　
i
i
^
　
ｉ
*
＊
-
J
(
－
＊
-
＊
＊
＞

3
t
＊
≫
-
i
;
≫
Ｊ
-
v
i
t
i
*
　
w
＊
-

■
≫
≪
≫
＊
■3
M
＊

％
≪
＞
'
≪
*
≫
-

V
i
*
■
-
&
*
■
＜
＊
≫
■

■
*
*
･
≪
≪
*
■
一
a
*

■
≪
≫
＊
■
≪
■
－
＊
'
-
Ｓ
ｈ
ｉ
＾

　
　
　
　
　
　
　
　
１

市
民
相
談
室
　
豊
2
3
卜
6
4
9
2

1
1
1
‐
Ｌ

　
市
や
県
・
国
な
ど
の
行
政
に
つ
い

て
の
苦
情
・
要
望
・
問
い
合
わ
せ
、

日
常
生
活
で
お
困
り
の
問
題
に
つ
い

て
の
相
談
・
交
通
事
故
相
談
・
高
齢

者
職
業
相
談
は
毎
日
行
っ
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
特
別
相
談
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
心
配
ご
と
・
人
権
相
談
（
人
権
擁

護
委
員
）
５
月
1
4
日
・
2
7
日
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昭
和
5
5
年
度
国
勢
調
査

ポ
ス
タ
ー
及
び
標
語

懸
賞
募
集

　
目
的
　
本
年
1
0
月
１
日
に
行
わ
れ

る
国
勢
調
査
に
対
す
る
国
民
の
認
識

を
高
め
、
訓
査
の
円
滑
な
実
施
を
図

る
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
及
び
国

勢
調
査
の
意
義
・
目
的
を
簡
明
に
表

わ
す
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
要
領

▼
ポ
ス
タ
ー
（
小
学
生
の
部
、
中
学

　
生
の
部
に
分
け
募
集
）

　
大
き
さ
　
Ａ
２
判
（
４
２
０
～
×

５
９
４
％
）
又
は
Ｂ
２
判
（
５
１
５

～
×
７
２
８
％
）
と
す
る
。

　
手
法
及
び
色
数
　
自
山

　
文
字
及
び
書
体
　
「
国
勢
訓
査
」
、

　
「
昭
和
5
5
年
」
、
「
1
0
月
１
日
」
及

び
「
総
理
府
統
計
局
」
を
必
ず
記
幟

す
る
。
書
休
は
自
由
と
す
る
が
、
数

字
（
5
5
・
1
0
・
１
）
は
縦
・
横
書
き

を
問
わ
ず
算
川
数
字
と
す
る
。

　
応
募
資
格
　
昭
和
5
5
年
５
月
1
0
日

現
在
で
小
学
生
又
は
中
学
生
で
あ
る

こ
と
。

　
応
募
方
法
　
総
理
府
統
計
局
（
調

査
部
国
勢
統
計
課
）
あ
て
に
郵
送
又

は
持
参
す
る
。
ま
た
、
応
募
点
数
の

制
限
は
な
い
。
な
お
、
応
募
作
品
の

襄
面
に
は
、
必
ず
所
属
校
名
、
所
在

地
、
学
年
及
び
氏
名
を
明
記
す
る
。

　
締
切
　
昭
和
5
5
年
５
月
1
0
日
出

　
（
当
日
の
消
印
有
効
）
　
　
　
　
　
　
犬

　
発
表
　
昭
和
5
5
年
６
月
1
0
日
付
け
～

官
報
に
発
表
の
上
、
所
属
校
を
通
じ
に

て
人
選
者
に
通
知
す
る
。
　
　
　
　
～

▼
標
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
応
募
資
格
　
特
に
定
め
な
い
。
　
い
Ｉ

　
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
１
枚
に
Ｉ
Ｉ

つ
き
、
必
ず
Ｉ
点
の
応
募
作
品
を
記
ぺ

載
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
と
同
じ
あ
て
先
い
一

へ
郵
送
す
る
。
ま
た
、
応
募
作
品
の
ご

点
数
の
制
限
は
な
い
。
応
募
は
が
き
犬

に
は
、
必
ず
、
住
所
及
び
氏
名
を
明
大

記
し
。
学
生
の
場
合
は
所
属
校
名
、
ｙ

所
在
地
及
び
学
年
を
付
記
す
る
。
　
一
一

　
締
切
　
昭
和
5
5
年
５
月
1
0
日
（
土
）
に

　
（
当
日
の
消
印
有
効
）
　
　
　
　
　
　
ｙ

　
発
表
　
昭
和
5
5
年
６
月
1
0
日
付
け
い
一

官
報
に
発
表
の
上
、
人
選
者
に
通
知
Ｉ

す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ

　
賞
金
及
び
賞
品
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
入
選
作
品
の
う
ち
、
ポ
ス
タ
ー
に
Ｉ
Ｉ

つ
い
て
は
賞
品
が
、
標
語
に
つ
い
て
ぃ
一

は
賞
金
及
び
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
バ

　
あ
て
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥
一

天
然
石
け
ん
販
売
協
力
店
の
お
知
ら
せ
（
前
号
に
続
く
）

－
ｃ
ｊ
･
Ｋ
Ｈ
ｉ
Ｗ
ｔ
ｒ
＾
W
l
l
B
K
i
H
i
l
！

一
　
次
の
店
で
天
然
石
け
ん
を
販
売
し

づ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

づ
　
今
後
、
受
付
順
に
協
力
店
を
お
知

～
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
す
で
に
協
力

Ｉ
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
店
に
は
、
「
天

一
然
石
け
ん
を
売
る
店
」
の
ス
テ
ッ
カ

ー
ー
が
店
頭
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

｝
　
・
丸
井
化
粧
品
店
（
伝
馬
通
３
丁

しい
店
（
羽
根
町
　
a
5
1
j
4
7
1
2
）

一
一
近
藤
商
店
（
柱
町
　
豊
5
3
－
２
０

一
９
６
）
一
毎
日
セ
ン
タ
ー
内
雑
貨
部

一
　
（
柱
町
　
酋
5
1
1
8
9
8
7
）
」
山

一
～
本
屋
商
店
（
柱
町
　
公
5
1
1
3
7
1

∇
２
）
・
新
海
商
店
｛
柱
町
　
き
5
1
－

｝
3
4
2
3
）
一
山
本
屋
（
福
岡
町
・

∵
J
だ
ま
セ
ン
タ
ー
内
　
公
5
1
－
９
１

一
・
１
２
）
一
坂
田
屋
（
福
岡
町
　
酋
5
1

一
－
9
3
5
8
）
・
兼
子
食
品
㈱
（
若

　
〒
１
６
２
　
束
京
都
新
宿
区
若
松
心
松
町
　
a
5
1
－
3
7
8
4
）
一
グ
ラ

町
9
5
番
地
　
総
理
府
統
計
局
調
査
部
ベ
ン
ド
シ
ョ
ツ
プ
カ
ミ
ワ
ダ
雑
貨
部
（

国
勢
統
計
課
　
萱
0
3
（
２
０
２
）
１
に
上
和
田
町
　
萱
5
1
－
8
8
3
4
）
一

１
１
１
内
線
２
６
２
・
９
一
７
１
）

｜

/烹＼

杉
野
屋
燃
料
店
（
花
肖
町
　
a
2
1
j

5
3
4
1
）
・
㈱
中
部
松
坂
屋
ス
ト

ア
（
康
生
通
西
　
豊
刀
　
　
1
4
4
1
1

ｉ ７･．*

　　心

商
工
労
政
課
商
工
計
量
係
　
萱
2
3
－
６
２
1
２

一
炭
銀
商
店
（
元
能
見
町
　
酋
2
1

－
6
6
7
7
）
ｓ
リ
ビ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
か
ま
や
（
伊
一
只
町
　
a
2
1
－
3
8

9
6
）
回
フ
ア
ミ
リ
ー
シ
ョ
ツ
プ
ヤ

オ
ミ
（
伊
賀
町
　
酋
2
4
－
0
5
3
3

）
一
Ｋ
・
Ｋ
・
ハ
イ
シ
ョ
ツ
プ
ポ
ニ

ー
（
日
名
中
町
　
容
2
4
－
6
6
1
0

）
一
関
西
電
波
岡
崎
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

　
（
大
樹
寺
町
　
酋
2
2
－
5
2
6
2
）

一
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ル
ケ

　
（
大
樹
寺
町
　
豊
2
4
－
7
8
8
0
）

一
ス
ミ
レ
ヤ
（
井
田
町
・
あ
お
い
マ

ー
ト
内
　
豊
2
1
－
9
6
1
7
）
一
八

百
庄
商
店
（
井
田
町
　
豊
2
2
－
０
４

ｊ
２
）
一
食
品
ス
ト
ア
ー
ス
ギ
タ
（

明
大
寺
町
　
豊
2
1
－
8
6
4
9
）
一

尾
張
屋
商
店
（
両
町
　
a
2
2
－
1
4

2
4
）
一
ひ
か
り
セ
ン
タ
ー
雑
貨
部

　
（
中
町
　
豊
2
4
j
4
4
4
4
）
・
中

川
化
粧
品
店
（
中
町
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ア
ロ
ー
内
　
a
2
4
－
0

6
2
1
）
一
ダ
イ
ユ
ー
シ
ョ
ツ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
欠
町
　
豊
2
2
1
1
6

5
1
）
一
美
河
屋
（
美
合
町
・
美
合

市
場
内
　
豊
5
1
－
6
0
2
9
）
一
篭

一
商
店
（
柱
町
　
き
5
1
－
2
7
7
5

）
一
園
部
商
店
（
羽
根
町
　
き
5
1
－

0
7
6
1
）
一
竜
美
ヶ
丘
セ
ン
タ
ー

　
（
明
大
寺
町
　
a
5
1
－
8
8
0
0
）

・
文
香
堂
（
明
大
寺
町
　
豊
5
1
1
0

3
3
6
）
・
市
川
商
店
（
上
明
大
寺

町
　
a
2
1
1
3
9
6
9
）
一
倉
橋
薬

局
（
若
宮
町
　
容
2
1
1
2
0
9
5
）

一
薬
局
ヘ
ル
シ
イ
ひ
ら
の
（
根
石
町

　
a
2
4
－
6
0
5
6
）
・
市
川
薬
品

・

　
（
欠
町
　
豊
2
2
1
0
6
9
4
）
一
イ

ナ
大
学
薬
局
（
両
町
　
a
2
4
j
0
5

7
3
）
一
イ
ナ
大
学
薬
局
モ
ダ
ン
通

店
（
祐
金
町
　
豊
2
1
－
0
5
7
6
）

一
つ
づ
き
薬
局
（
八
幡
町
　
豊
2
4
1

1
0
9
8
）
一
両
口
屋
薬
局
（
中
町

　
豊
2
2
j
2
1
3
3
）
■
カ
ワ
ス
ミ

薬
局
（
橋
目
町
　
豊
3
1
－
8
3
2
8

）
一
南
部
薬
品
Ｋ
・
Ｋ
・
杉
坂
支
店

　
（
矢
作
町
　
き
3
1
－
3
8
6
4
）
・

衛
生
薬
館
（
矢
作
町
　
萱
3
1
j
2
5

0
5
）
・
宇
頭
薬
局
（
字
頭
町
　
き

3
1
－
8
0
1
8
）
一
㈱
カ
ー
マ
矢
作

店
（
矢
作
町
　
豊
3
1
－
3
7
3
4
）

一
シ
ブ
ヤ
薬
局
（
矢
作
町
　
酋
3
1
1

5
6
8
3
）
一
生
田
屋
薬
局
（
矢
作

町
　
豊
3
1
－
2
5
1
5
）
・
大
和
薬

局
（
大
和
町
　
酋
3
1
－
1
4
2
3
）

一
大
西
屋
薬
局
（
矢
作
町
　
酋
3
1
－

4
3
8
5
）
一
㈱
力
－
マ
宇
頭
店
（

宇
頭
町
　
公
3
2
－
0
2
2
3
）
一
村

上
薬
品
（
若
松
町
　
豊
5
1
－
8
2
5

6
）
・
青
木
薬
局
（
若
松
町
　
豊
5
3

－
8
7
7
7
）
一
柱
村
上
薬
品
（
柱

町
　
豊
5
1
－
3
4
9
1
）
一
タ
ヶ
ミ

堂
薬
局
（
羽
根
町
　
き
5
1
－
4
7
2

0
）
一
柴
田
薬
局
（
桂
町
　
ｓ
5
3
－

7
0
6
5
）
一
愛
誠
堂
薬
局
（
羽
根

町
　
豊
5
1
－
3
8
4
2
）
」
吻
小
林

薬
局
（
柱
町
　
酋
引
－
1
3
5
5
）



-

き
　
確
定
申
告
が

お　か　ざ市政だより日１月５昭和55年15－-

　
　
　
ま
ち
か
つ
て

　
　
　
い
た
と
き
は
：
…

　
岡
崎
税
務
署
豊
2
2
卜
6
5
1
1

　
昭
和
5
4
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

の
期
間
内
の
受
付
は
、
３
月
1
5
日
で

終
わ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
確
定
申
告
を
し
た
後

で
申
告
の
内
容
に
ま
ち
が
い
が
あ
っ

た
の
に
気
が
つ
い
た
方
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
所
得
や
税
額
の
計
算
を

ま
ち
が
え
て
い
た
と
き
の
訂
正
の
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ

▼
税
額
を
少
な
く
計
算
し
て
い
た
と

　
納
め
る
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
、

還
付
を
受
け
る
税
金
が
多
過
ぎ
た
こ

と
に
気
付
い
た
と
き
は
、
「
修
正
申

告
書
」
を
提
出
し
て
、
同
時
に
増
加

分
の
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
を
受
け
る
前
に
、
こ

の
修
正
申
告
を
し
た
と
き
は
、
過
少

申
告
加
算
税
は
か
か
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
お
早
め
に
直

す
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
税
額
を
多
く
計
算
し
て
い
た
と
き

　
納
め
る
税
金
が
多
過
ぎ
た
り
、
還

付
を
受
け
る
税
金
が
少
な
い
こ
と
に

気
付
い
た
と
き
は
、
「
更
正
の
請
求
」

と
い
う
手
続
き
を
所
轄
の
税
務
署
へ

し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
税
務
署
で
べ

は
正
し
い
税
金
に
直
し
て
、
納
め
過
犬

ぎ
の
税
金
を
返
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ぺ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
な
お
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
一

は
、
申
告
期
限
又
は
還
付
申
告
書
を
・
づ

提
出
し
た
日
か
ら
１
年
間
と
な
っ
て
ご

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
。

　
　
城
南
町
の
　
　
　
　
　
　
一

　
　
郵
政
業
務
受
持
局
が
　
犬

　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す
　
し

　
岡
崎
郵
便
局
酋
２
２
ｊ
７
０
８
７
　
に

　
去
る
１
月
2
1
日
か
ら
上
和
田
町
、
ヴ

羽
根
町
ヽ
六
名
町
の
一
部
が
合
併
し
い
Ｉ

て
城
南
町
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
　
八

　
こ
の
区
域
は
ヽ
郵
便
局
の
受
け
持
～

ち
が
岡
崎
局
と
六
ッ
美
局
の
境
い
目
｛
　
　
１

で
あ
っ
た
た
め
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
乙

お
か
け
し
ま
し
た
が
ヽ
５
月
１
日
か
ｙ

ら
岡
崎
郵
便
局
で
受
け
持
つ
こ
と
に
ｙ

な
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
郵
便
の
配
達
、
貯

金
、
保
険
の
集
金
等
は
、
岡
崎
郵
便

局
か
ら
お
訪
ね
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

し
一
日
本
堂
薬
局
戸
崎
支
店
（
戸
崎
町

一
　
公
5
1
－
1
6
5
4
）
」
稲
垣
薬
品

一
　
（
戸
崎
町
　
豊
5
2
1
1
4
4
7
）
一

」
大
学
堂
薬
品
（
戸
崎
町
　
雲
5
1
－
４

　
０
５
０
）
一
く
す
り
の
生
田
屋
支
店

’
（
針
崎
町
　
豊
5
1
－
2
8
9
3
）
一

～
朝
日
堂
薬
品
（
柱
町
　
公
5
1
1
1
3

に
９
７
）
一
山
中
薬
局
大
西
支
店
（
大

一
西
町
　
ｓ
5
1
1
1
8
6
3
）
・
山
中

一
薬
局
（
羽
根
町
　
豊
5
1
－
4
7
1
7
）

一
一
榊
原
薬
局
（
中
島
町
　
豊
4
3
1
1
2

.

*
-
Ｈ
*
-
1
4
）
一
サ
カ
イ
薬
品
（
福
岡
町

一
　
酋
5
1
1
9
4
0
8
）
・
大
竹
薬
局

｛
　
（
福
岡
町
　
豊
5
1
1
9
0
0
6
）
一

‥
村
田
薬
店
（
福
岡
町
　
豊
5
1
1
9
3

つ
１
７
）
■
　
’
／
／
カ
ワ
薬
品
（
福
岡
町

・
ヽ
豊
5
2
－
8
5
5
6
）
一
加
藤
ほ
し
わ

一
堂
薬
局
（
福
岡
町
　
０
　
Ｌ
Ｏ
９
７
９

Ｏ
）
一
村
田
薬
店
（
下
青
野
町
　
豊

4
3
－
3
2
3
3
）
・
イ
ガ
ラ
シ
薬
局

μ
　
（
土
井
町
　
豊
5
2
－
6
5
4
6
）
一

４べ
弘
安
堂
（
中
島
町
　
豊
4
3
－
２
２
３

’
ぐ
３
）
一
ダ
ル
マ
屋
薬
店
（
中
島
町

い
豊
4
3
1
2
0
6
9
）
一
オ
カ
モ
ト
薬

・
ぺ
品
（
岩
津
町
　
豊
4
5
1
2
0
3
4
）

ｙ
．
・
柴
田
薬
局
（
百
々
西
町
　
豊
2
1
－

な
お
ヽ
こ
の
区
域
の
方
が
郵
便
物
ヅ
5
5
2
0
）
一
井
上
薬
品
（
細
川
町

を
差
し
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
自
分

の
住
所
、
郵
便
番
号
４
４
４
と
は
っ

き
り
お
書
き
く
だ
さ
い
。

㈱
訂
正
の
お
知
ら
せ
　
４
月
1
5
日
号
ご

1
0
ペ
ー
ジ
掲
載
ヽ
市
役
所
組
織
機
構
ｙ

の
記
事
の
内
、
市
民
公
室
秘
書
課
は
、
い
一

市
長
公
室
秘
書
課
、
の
誤
り
に
つ
き
、

訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

む.?;,

　
酋
4
5
1
2
6
7
8
）
一
吉
良
薬
局

（
鴨
田
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16昭和55年５月１日

南公園遊戯施設
飛行塔

5月２日オ吋プン
　５月２日午後３時から完成式を行い、５月5日

まで無料開放します。営業時間は午前９時から午

後５時までです。( 2日は完成式終了後利川可）
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保
襖

加
入
申
込
は
お
済
み
で
す
か

市
民
課
管
理
係
　
a
2
3
＝
６
1
３
８

　
こ
の
保
険
は
、
巾
民
の
み
な
さ
ん

の
保
険
で
、
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま

す
。
有
効
期
間
は
５
月
Ｉ
Ｈ
よ
り
翌

年
４
川
3
0
日
ま
で
の
１
年
間
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
中
途
加
人
に
つ
い
て

は
受
付
の
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま
す

の
で
１
　
１
に
‐
に
加
人
し
ま
し
ょ
う
。

日

受
付
の
日
か
ら
昭
和
5
6
年
４
月
3
0

　
＼
・
／
　
―
人
年
額
３
６
０
円

　
　
（
た
だ
し
次
の
方
は
半
額
で
す
）

　
生
活
ぼ
駿
世
帯
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
所
持
者
、
遺
児
手
当

受
綸
兜
．
満
7
0
歳
以
上
の
老
人

　
申
込
書
に
保
険
料
を
添
え
て
、
市

民
課
又
は
各
支
所
の
窓
口
に
お
出
し

く
だ
さ
い
。
（
申
込
書
は
各
窓
口
に

あ
り
ま
す
）
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